リビナスの入居要件の世帯主の考え方について
世帯主とは
『主として世帯の生計を維持する者であって、その世帯を代表する者として社会通念上妥当と認められる者』であります。
したがいまして、例えば、夫の収入より妻の収入が著しく少ない場合、その世帯の生計を維持する者は、夫ということになり、社会通念上、夫が世帯主であると判断できます。
よって、このように夫の収入より妻の収入が著しく少ない世帯の生計状況で、夫の年齢が４０歳を超えている場合は、入居者の資格にあります世帯主の年齢が４０歳未満である要件に満たさない判断とさせていただきますので、何卒ご理解いただきますようお願いします。
なお、世帯における世帯主の判断につきましては、申込者ご本人が決めるものではなく、提出しました書類等で世帯の生計状況を当方で確認し、判断させていただくものになりますので、併せてご理解いただきますようお願いします。
